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　前報に引続き1989年11月から1990年4月までの地殻傾斜の連続観測結果について報告する。各観

測点の配置とそのステーションコード及びグループ分割（I～V）を第1図に示す。傾斜計2成分

は通常真北と真東に配置してあるが，特に深層3井（IWT，FCH，SHM）及びCKRの2成

分（X，Y）の設置方位は第2図に示す通りである。各観測点における傾斜毎時値及びブロック毎

の代表点の日降水量を，ブロック別に第3図に示す。

　CMT・NDZ及びOKBのアレイ観測点では，テレメータ装置更新のため2月28日から3月23

日まで欠測となった。また，CMTの降水量はテレメータ装置の更新に伴い欠測とならている。N

DZでは1月初旬に南北成分で北下がりの変動が見られる。この時期には降雨はなく，近隣の観測

点では特に変わった変化は見あたらず，この変化の原因は不明である。

　ITOでは7月の海底噴火以来続いていた東下がりの変動が1月の初旬頃から東南東下がりに変

化した。第4図に1989年8月から1990年4月までのITOの傾斜の日値を示すが，この東南東下が

りの変化は2月20日の伊豆大島近海の地震（M6.5）の頃まで続いているように見受けられる。他の

観測点ではこの時期に顕著な変化は認められない。噴火の余効変動とも思われるが，2月20日の地

震の前兆変動の可能性もある。なお，ITOでは3月16日～20日及び4月3日～5日まで欠測して

いるが，これはテレメータ装置の中継局変更に伴うものである。

　HDAでは計器調整のため2月23日に計器を引き上げ，3月13日に再設置した。ENZでは傾斜

計のトラブルのため10月中旬以来東西成分はデータが不安定であり，南北成分も欠測となっている。

このため更新を実施することとなり，2月20日に計器を引き上げ，3月3日に再設置した。また，

CHSでも傾斜計更新のため2月27日に計器を引き上げ，3月20日に再設置した。これらの観測点

では設置に伴うドリフトが見られる。

　KTUでは1月11日頃から3月初旬にかけて南北成分が北下がりに変化した。この期間には降雨

が多く，その影響のためかもしれない。

　OSMでは，1990年2月20日に伊豆大島の西側近海で発生した地震（M6.5）の前後で潮汐レスポ

ンスが著しく変化した。これについては後に述べる。

　SHMでは定期保守のため11月13日に計器を引き上げ，1月26日に再設置した。このため設置に

伴うドリマトが見られる。また，SHMでは3月13日から4月16日にかけてはテレメータ装置のト

ラブルによりデータが断続しているため欠測扱いとした。なお，4月24日からY成分の振幅が大き

くなっているが，これは計器のトラブルによるものである。

　第5図に1月から3月までの3ヵ月間のOSMにおける傾斜の南北，東西成分を波浮における潮
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位とともに示す。2月20日の地震の直後から明らかに潮汐成分の振幅が小さくなっており，その量

は南北成分が半分程度に，東西成分が5分の1程度になっている。原記録で見る限り，このような

変化は他の観測点では認められない。振幅の変化の原因としてまず計器そのものの故障が考えられ

るため，傾斜計の感度検定を行ったが正常であった。次に，地盤の変化に対する計器の応答を調べ

るため，傾斜計で捕らえた遠地地震の記録を近傍の観測点のそれと比較した。第6図に1990年4月

6日にマリアナ付近で発生した地震の例で示す通り，地震時の応答には顕著な変化は認められな

かった。以上より，この振幅の変化は先の地震の前後で地盤の応答が変化したためと考えられる。

　第7図に地震前の2月12日～14日，及び地震後の2月23日～25日言でのOSMにおける傾斜及び

波浮における潮位を示すが，地震の前後で振幅だけではなく位相のずれも認められる。このためO

SM，SMD，ODK（大島動物公園）の傾斜及びITOにおける潮位データの分潮解析を行った。

解析にはBAYTAP－G 1)を用いた。解析期間は，地震前が12月15日から2月19日までの67日間，地

震後が2月22日から4月29日までの67日間である。第1表に各観測点の各成分毎の主要4分潮の地

震前と地震後での振幅比及び位相差を示す。ITOの潮位は地震の前後で振幅，位相ともほとんど

変化していない。OSMでは南北成分の振幅が，01，K1で4割程度，M2，S2で6割程度減少し

ている。位相も01，K1が90数度，M2，S2が53度から66度程度ずれている。振幅及び位相とも日

周潮と半日周潮で変化の程度が明瞭に異なっている。東西成分では振幅が8割程度減少し，位相も

相当ずれている。一方，大島島内のODKでは振幅，位相ともほとんど変化していない。また，S

MDでも顕著な変化は認められない。

　山本（1984）2）はOSMの傾斜の潮位レスポンスが他の観測点と比較しきわめて特異であり，こ

れは観測点近傍の地下水が関与しているためと述べているが，今回の変化がOSMのみで検出され

たことや，潮汐成分の振幅がもともと大きい南北成分において周波数に依存した変化が認められた

こと等からも同様のことが考えられる。2月20日の地震動によってOSM近傍の地下水の状態が変

わったため，地盤の応答が変化したと推察される。（大久保正・山本英二）
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　　第1表　BAYTAP－G（石黒他，1984）による分潮解析の結果

Table 1　 Results　of　tidal　analysis　by　using　BAYTAP-G (developed  by　lshiguro　et　al.,1984).
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　　　　　　第1図　地殻傾斜観測点の分布と地域分け

Fig.1　 Distribution　of　crustal　tilt　observation　stations, which　are　divided　five　groups．

第2図　深層及び中層観測点の傾斜計の設置方位

　　Fig.2　 0rientation　of　deep　borehole　tiltmeters.
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第3図  地殻傾斜毎時値（E：地震時の衝撃による変化，T：計器故障，C：オフセット

補正，？：原因不明の異常な変化） 

Fig.3　 Hourly　plots　of　crustal　tilt (E:tilt　change　caused　by　earthquake　shock, T:instrumental　trouble,

　　 　C:offset collection, ？:unusual change by unknown origin).
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第3図 つづき

Fig.3 (Continued)
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第3図 つづき

Fig．3　（Continued）
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第3図 つづき

Fig.3　 (Continued)
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第3図　つづき

Fig.3　 (Continued)
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第3図 つづき

Fig.3  (Continued)

  一126一



第3図　つづき

Fig.3　(Continued)
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第3図 つづき

Fig.3　(Continued)
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第3図 つづき

Fig.3  (Continued)
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 第3図　つづき

Fig.3  (Continued)
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第3図　つづき

Fig.3  (Continued)
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第3図　つづき

Fig.3  (Continued)
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第4図　ITO観測点の傾斜の日値

Fig.4　 Daily　plots　of　crustal　tilt　at　lto　station.

第5図

　 Fig.5

OSM観測点の傾斜の南北成分と東西成分及び潮位変化

Hourly　plots　of　crustal　tilt　and oceanic　tide　at　Oshima　station.
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　　　　　　　　第6図　マリアナ地震による傾斜記録例

Fig.6　 Tiltgram　associated　to　the　earthquake　which　occurred　near　Mariana　on　April 6,1990.
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　第7図　  2月20日の地震前後のOSM観測点の南北成分と東西成分及び潮位変化。a）地

　　　　　　震前（2月12日～14日）。b）地震後（2月23日～25日）。

Fig.7 　Minutely　plots　of crustal　tilt　and　oceanic　tide　at　Oshima　station, before　and　after　the　near　Oshima

　   　 earthquake(M6.5), which　occurred　on　February 20, 1990. a) before　tlle　earthquake (February12-14,

　　　  1990). b) after the earthquake (February23-25,1990).
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